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Dlx5 and Mef2 Regulate a Novel Runx2 Enhancer for Osteoblast-Specific Expression 
 











   （主任指導教員：小守壽文教授） 
 
 
緒   言 
Runx2 は、骨芽細胞分化および軟骨細胞後期分化に必須な転写因子である。Runx2
発現の時間的空間的制御は骨格形成に重要であるが、Runx2 遺伝子の転写調節機構は、







Runx2 遺伝子発現制御領域を特定するため、Runx2 ゲノム領域を含んだ 200kb の
DNA 断片および 200kb を順次欠失させた DNA 断片を用い、GFP レポーターマウスを




















ンアッセイで、Tcf7, Ctnnb1, Sp7, Smad1, Sox6は、Dlx5あるいはMef2に結合した。し
たがって、Dlx5とMef2は直接DNAに結合、蛋白-蛋白相互作用によって結合するTcf7, 








特徴的クロマチン修飾（H2A.Z, H3K4me1, H3K4me2, H3K27ac）が検出された。 
 






用によって結合するTcf7, Ctnnb1, Sp7, Smad1, Sox6とenhanceosomeを形成、骨芽細胞で
のRunx2発現を制御すると考えられた。89bpのGFPレポーターマウスでは軟骨細胞に
発現しなかったが、89bpを4個つなげたGPFレポーターマウスでは軟骨細胞に発現し
た。したがって、89bpのコアシークエンスに加え、他のエンハンサー要素が軟骨細胞
でのRunx2発現に必要と考えられた。 
  
（備考）※日本語に限る。2000 字以内で記述。Ａ4版。 
 
